
（略称：『ここサポ』）

こどもフロアの開設について

福祉会館３階

１ 子育て世代包括支援センター

●妊娠期から子育て期にわたり，母子保健施策と子育て施策を切れ目なく提供
●すべての妊産婦及び乳幼児とその保護者の状況を継続的に把握し、関係性を構築
●必要に応じ、個別の支援プランを作成し支援
●令和２年度末までに全市町村に設置（国の目標）

２ 子ども家庭総合支援拠点

●子育て家庭と妊産婦等を支援するため、児童相談所や子育て世代包括支援センター等関係機関
と情報共有し、実態把握や相談対応等のソーシャルワークを行う。

●必要に応じ、個別の支援プランを作成し支援
●要保護児童対策地域協議会の調整機関
●令和４年度末までに全市町村に設置（国の目標）

妊婦・乳幼児と
その保護者

すべての子どもと
その家族・妊産婦

家庭児童相談室の機能を核として、支援拠点の機能を拡充



■家庭児童課

■保育課 ■こども育成課

【利用者支援事業】

◆健康増進課(母子保健型)

◇総合子育て支援センター(基本型)

【母子保健事業】

◆健康増進課
から 機能・人員を組み入れ

◎子育て世代包括支援センター
・利用者支援事業：母子保健型 + 基本型
・母子保健事業

◎子ども家庭総合支援拠点
（親子交流スペースの増設）

１ 福祉会館3階を「こども子育てサポートフロア」とし、こども部3課を集約配置します。
２ 家庭児童課へ、健康増進課と総合子育て支援センターの機能（人員）の一部を移管します。

（ ⇒ 「子育て世代包括支援センター」と「子ども家庭総合支援拠点」の機能を持つ総合的な相談窓口とする。）

３ 手当の給付を主とする業務（家庭児童課：ひとり親支援、こども育成課：児童手当・児童扶養手当）は、
東庁舎１階国保年金課・医療助成室の隣に配置します。

☆メリット

①「こどもに関する情報連携の強化」 こども部３課と健康増進課機能の集約配置
②「家庭児童課に相談窓口を集約」 「どこに相談すればよいかわからない」を解消
③「切れ目ない支援の強化」 妊娠期から子育て期までの子育て家庭に対し、

一般的な情報提供から専門的な相談支援までを一体的に実施
④「手続きに配慮した窓口配置」 手当等の窓口は市民課や福祉分野との連携を重視し、東庁舎１階に配置
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子育て世代包括支援センター

同一の主担当機関（家庭児童課）が

２つの機能を担い一体的に支援を実施

◎子ども家庭支援全般に係る業務
・実情の把握、情報の提供、相談等への対応、総合調整

◎要支援児童及び要保護児童等への支援業務
・危険判断とその対応、調査、アセスメント、支援計画の作成等、支援及び指導等

◎関係機関との連絡調整
・支援拠点が調整機関の主担当機関を担うことで支援の一体性、連続性を確保し児童相談所との円滑な連携・協動の体制を推進

◎その他の必要な支援
・一時保護解除後の児童等が安定した生活を継続していくための支援 ほか

子ども家庭総合支援拠点

岡崎市要保護児童・ＤＶ対策協議会

低

高

【母子保健型】（R2実施主体：健康増進課）
・妊産婦等の支援に必要な実情の把握
・妊娠出産、育児に関する相談受付、保健指導
・支援プランの策定

【基本型】（R2実施主体：総合子育て支援センター）
・子育て支援に関する情報の収集、提供
・子育て家庭等からの相談受付、個別ニーズ等の把握
・関係機関との連絡調整
・支援プランの策定

【☆その他の子育て支援事業】（実施主体：家庭児童課）
○こんにちは赤ちゃん訪問事業 ○ファミリーサポートセンター ○産前産後ホームヘルプサービス

【母子保健事業】（R2実施主体：健康増進課）
○母子健康手帳交付 ○低体重児の届出 ○新生児訪問
○産後ケア事業 ○養育医療の給付

◎利用者支援事業：妊娠期から子育て期にわたる総合的な相談・支援
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